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背景・開発経緯(1)

建設現場における⽣産性向上(i-Construction)

＞＞＞構造物のPCa化

⼤幅な⼯期短縮や現地作業の省⼒化・省⼈化を可能
とする⼀⽅でPCaによるコスト増⼤が課題



背景・開発経緯(2)

PCaによるコスト増⼤の抑制を検討
・ボックスカルバートの隅⾓部の配筋に着⽬

隅⾓部の断⾯⼒，鉄筋量・交差鉄筋の組⽴による作業⼿間
・鋼材等材料価格の⾼騰



⾓丸カルバートの形状
• 円弧状隅⾓部の採⽤
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⾓丸カルバートの特⻑
• 断⾯⼒の低減
• 鉄筋量，コンクリート量の削減
• 配筋（鉄筋組⽴）作業⼿間の軽減

断⾯⼒⽐較
(B)6000×(H)5700，⼟被り9.8m(常時検討)

ボックスカルバート

⾓丸カルバート

配筋⽐較



円弧状隅⾓部の耐荷性能の確認

隅⾓部を含むカルバートの1/4部分をモデル化し，
⽔平⽅向の正負交番載荷により地震時の隅⾓部
の開閉状態を再現
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円弧状隅⾓部の耐荷性能の確認

鉄筋量，部材厚が同等であれば
矩形＜円形隅⾓部の耐⼒を有することが確認された．



施⼯事例紹介
新東名道路川⻄⼯事
(B)8300×(H)6500
施⼯延⻑約98m
※施⼯中(2022.5⽉現在)

※⼯場内組⽴試験状況



施⼯事例紹介
現場：千葉県流⼭市
(B)4500×(H)5500
施⼯延⻑約25m
三郷流⼭橋有料道路(R5.11開通)



施⼯事例紹介



⼩〜中型断⾯への適⽤
• 内幅(B)1500〜3000程度
• ⼟被り5.0m程度以上の⾼⼟被り条件
従来品(規格サイズ)の標準設計条件を超える設置条件

⇒ボックスカルバート等の特厚品利⽤

〇⾓丸カルバートの適⽤による断⾯⼒低減，コンクリート量・鉄筋量の削減



⾓丸カルバート⼨法例 (B)1500×(H)1000〜(B)3000×(H)2800
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⽐較事例(1) B2000×H1500，⼟被り6.0m
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⽐較事例(2) B3000×H2800，⼟被り8.0m
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お問合せ

千葉窯業株式会社 技術部

千葉市中央区市場町３−１
TEL：043‐221‐3471

誰かの役に⽴つ、
昨⽇までなかったものを。


